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全方向ガンマイメージングに対し Origin Ensemble 法を適用することで、入射方向推定分布におけるバッ

クグラウンドを低減できる。異なる 2 種類の線源に対する全方向ガンマイメージングに OE 法を適用し、

特定の方向からの線エネルギースペクトルの分離について検討した。 
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1. はじめに 全方向ガンマイメージングにおける単純逆投影では、測定した検出器内における相互作用位

置とその付与エネルギーから計算される１イベントにつき２通りのコンプトンコーンを検出器の中心から

の球面上に逆投影し、その重ね合わせにより線源方向を推定するため、４π方向に感度を有する。入射方

向推定分布におけるバックグラウンドの低減や、特定の方向からの線エネルギースペクトルの分離を念頭

に、陽電子断層撮像法やコンプトンイメージングにおける逐次再構成法の一種であるOrigin Ensemble法(OE

法)[1,2]を全方向ガンマイメージングに適用することを検討した。 

2. OE法の原理とスペクトルの分離に関する検討 

 OE 法における画像再構成は、単純逆投影によって得られたイベント密度分

布を確率密度分布とみなし、各コンプトンコーンで線源方向を確率密度分布に

従って推定し、それらの重ねあわせで入射線分布を得る。例えば、Fig. 1の場

合では、点 A よりも点 B が線源方向である確率が高い。このような二点の比

較を繰り返し線源方向の点を推定する。これにより、線源方向からの信号であ

ると推定される部分に重みがつけられる。単純逆投影の際に、各ピクセル

とエネルギービンに対応するイベントの数を記録したイベント密度

分布を作成することで、OE 法を用いて画像とスペクトルの両方の再

構成を行う。 

全方向ガンマイメージャとして３次元マルチピクセル型CdTe検出

器（ピクセルサイズ 8×12.5×2.2 mm3、1440 ch.）を用い、137Cs点線

源（検出器との距離: 30 cm, 位置: ＝－90°, =0°）と 60Co 点線源

（検出器との距離: 30 cm, 位置: ＝90°,=0°）を検出器を挟んで逆

方向に設置し、30 分間の測定を行った。得られた再構成画像の Cs

線源方向および Co 線源方向から抽出したエネルギースペクトルを

Fig.2 に示す。単純逆投影画像では、線源位置を決定するコンプトン

コーンのうちのいくつかは、他方の線源位置にも同時に重なってい

るため、抽出したスペクトルには他の線源に起因するピークが見ら

れる（Fig.2 上）。OE法による再構成画像では、線源を設置した位置

の同定とそこから放出されるγ線エネルギースペクトルの分離が行えることを確認した。 
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Fig.2 単純逆投影画像からの分離

スペクトル(上)と OE 法による再

構成画像からの分離スペクトル

(下) 
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